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本工法(RCCカルパート工法)，主従来のアーチカルパー[.]訟のr::j見題点を解決する盛上!々 の新しいカ

ルパート工法である 特徴として，カノレパート本体の主要部材iこHCC(転庇コンクリート)を使用すること

や，鉄筋 e型枠が不安でありE 盛:1ニとカルパートの機築が向11寺にできることJ専の利点を有している そのた

め，従来のアーチカルパートの機築方法に比較して，施工性.安全性，経済十た工WJなど，ほとんど全ての

点において後れることがわかっている

本工法，U:，有限童書素fょによる数値解析を笑施してn 様々な形状のカルパートに発生する応力や変形につい

て繰り返し比較検討を行うとともにB 実際の施工過程をil}現した大型模型載jllj;経験を行いε さらにそのイ'1効

性を倹証した

キーワード: HCC，事丘11:コンクリート a カルパート，感仁有限要素法，載荷試験 (IGC:!l5l 

1ゅはじめに

現在、道路土工毒事iこ伴って盛土中iこ設寵される道路

用カノレノかm トl土、鉄筋コンクリート構造物のカ/レパー

トとして設計されている。土被りが 10m以下では、

一般にボックスカノレパートが採用され、それ以上の土

被りになるとは O~~l 5m以上)、ボックスカルパい市

トの不経済さを解消するため、荷主連土内のi道路カjレパー

トにはアーチカノレパートが採用されている。

従来、幹線の高速道路建設において付、高護士は余

り多くなかったため、アーチカノレパートの建設は少な

かったが、最近では、高速道路建設の多くが、急峻な

山岳地での施工となっているため、 J長大のり阪の切土

や高感土が多く、それに伴いアーチカルパートの需要

も増加している。

ところが、高盛土におけるアーチカノレパートは、施

工延長が長くなるため、施工iこ多大な時間がかかり、

皇室土む含めた全体工期に:大きな影響を及ぼしてし、る。

また、カルパート形状がアーチ型となるため施工性が

感く、建設費も高くなっている。したがって、今後の

山岳地における高速道路建設においては、これらのアー

チカルパートの問題を早急に解決すc る必要がある。

また、近年の労働者の高齢化や技能園熟練労働者の

不足により、今後の建設業界においては、続工の省力

化盤機械化、また安@全性 e快適性の向上が必要不可欠

となっている。

本論文i士、 上述の山岳地における従来のアーチカル

パ、ート工法の閉鎖や建設楽界の務騒を踏まえて、 i高速

道路等の高盛土内カノレパートの f施工の省力化 a機械

化j また f安全性 e快適性の向上J!こ貢献する新しい

カノレパート工法 (RCCカ/レパート工法)を捜索する

とともに、その有効性を大型模型載衡実験により検証

した結薬品どここに報告するものであるの

2. ;本工法の機霊祭

2. 1 

ここで擬寂する新しい工法の大きな特徴は、カルパー

トの主要な檎成部材の材料として、 RCC(転庄コン

ク1)-引を使用することにあるの RCCは:急速線工

が可能であり、そこから得られる工期的 a経済的メリッ

トにより、ダムや舗装においてよく使用されている。

このようた利点がカルパートの施工においても適用で

きれば、急速施工から得られる経済的・工期的なメリッ

トにより、従来めアーチカルパ…トヱ訟の積々の課題
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が解決できると考えられた。

ところが、従来のアーチカルパートは、一般に鉄筋

コンクリート構造物として設計されており、部材内に

引張応カが発生することを前提にしている。図-11士、

有限要素法による静的変形解析を行って算出した従来

のアーチカルパートに発生するコンクリートの最大主

力(引張応力)コンター図である。図のように、従来

のアーチカルパートにおいては、天端部内側、側壁部

外側、底版部内{民tlに引張応力が生じるため、基本的に

無筋コンクリートとなるRCCは適用できなかった。

したがって、 RCCを適用するためには、カルパート

部材のコンクリートに引張応カが発生しないことが必

要であった。

事|張応力凡例

EEOO 
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図-1 従来のアーチカルパートの形状と
引張応力発生領域

このような観点より、 RCCが適用可能であり、か

っ経済的なカJレパート形状を開発するため、有限要素

法による静的変形解析を行って 1)、様荷な形状のカノレ

ノ〈ート内に発生する応力や変形に関して、繰り返し比

較検討を行った.その結果、カルパートの形状を図-

2のように施工することによって、 RCC部のコンク

図-2 RCCカルパートの形状

リートに引張応力がほとんど発生しないことが判明し

た。また、ブーチング部については、下面部に引張応

力が発生するため、 RC(鉄筋コンクリート)による

フーチング基礎が必要なことがわかった。

2. 2 本工法の特徴

(1 ) 鉄筋や型枠{セントル)が不要

カルパートの主要な構成部材にRCCを使用するた

め、鉄筋が不要である(フーチング基礎部を除く)。

また、カルパート (RCC)の施工と、カルパート内部

極戻しおよびカルパート周辺の盛土を一層毎に同時施

工できるため、構造物構築時に従来必要であったセン

トルが不要である。

(2) 施工性向上と工期短縮・コスト削減

カノレパ}トの施工が盛土と同時施工で行え、さらに

鉄筋・型枠が不要であるため、施工性が飛躍的に向上

し、急速施工が可能と考えられる。特に、高盛土内の

アーチカルパートでは、施工延長が長くなるため、上

記のメリットは、さらに大きくなると考えられる。

(3) 従来工法との比較

図-1に示すような形状寸法をもっ従来のアーチカ

ノレパートと比較した一例を紹介する。施工条件は、総

延長100m、1スパン10m、カルパート内径12m、土被り

20mであり、盛土とRCCは一日一層 (30cm)の施工

スピードと仮定する。この条件下での試算によれば、

カルパートの構築を含めた全工期が大幅に短縮され、

従来工法の約半分の工期で施工可能となった。また、

カルパートの工事費についても、従来工法の約70%と

なり、かなりのコスト削減が可能である。

2. 3 具体的施工方法

具体的な施工方法は、図-3にその手順を示すよう
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に、まずRCのフーチングを施工し、フーチング天端

高さまでフーチング周囲の盛土安行う。その後、一層

毎iこRCCとカルパート内部の埋i更しおよび周辺の盛

土をほぼ同時に施工しながら、盛:ととカノレパ切ート本体

を構築していく。 RCCの施工は、ブルドーザーある

いはアスフアルトフィニッシャーで敷き均し、ローラー

不可一一fTTTTI

g 
お

I r 1 

ト一一一一

/ 

(振動ローラー、タイヤローラ-)で締閤めを行う o ~ 酷 トー一一一

こうしてカノレパートヌ端まで盛土と RCCを施工し、 導
震

カノレノトート構造物を完成させた後、所定の高おまで盛

土を施工する。

その後、カルパート内部を掘削し、カノレバート構造

物を完成させる。場合によっては、盛土途中で、カノレ

ノ4ート内部を掘削することも可能である。掘削後は、

RCC部材を保護するため吹付けコンタりートを施工

する。その後、ブ}チング関をインパートで連絡して

カルパート内部を間合し、必要に応じて、覆工コンク

ワートを施工する。

広:有限重喜議法による静的変形解析

前述のように、 RCCが適用可能であり、かっ経済

的なカ/レパート形状を開発するため、有限要素法によ

る静的変形解析を行って 1)、様々な形状のカルパート

iこ発生する応力や変形に関して、繰り返し比較検討を

行った。当初、解析は2次元FEM線形弾性解析を使

用して、 2ステッブで行った。ステップ1において、

軍基土中にカルパートとカノレパート内部域戻し土が既に

設置されている状態で初期応力解析を行い、ステッブ

2において、カノレバート内部を掘削する。現在でi立、

解もITステッブを場やし、以下の4ステッヅlこ筋工過程
{l:分けて解析を行っている。

[STEP] 1 初期応力解析
{アーチング基礎地探求で、図-_3 (a)) 

[STEP 21 盛土・カノレノくいート。内部海事きし土施工
{カノレバートヌ端まで、図-3 (e)) 

[STEP 31 盛土(所定の高さまで、関--_3 (g) 

[STEP 41 カノレパート内部掘削(図--3 (h) 

. 
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1 

単位:醐

額一4 解析モデルおよび解析領域

表-1 使用材料の物性i直

以上述べた解析条件において、機々なカノ~，パート形

状iこ対する FEM解析を行った結果、内;'!!:韓rr福を閉会散
した従来のカルパート形状1こ対して、底路、部を解放し

した。この門型の形状

i京、 i怒 ~5 のように、長方形型、 (b) その雨腐の角

をとった形状、ふう)さらに、外側の鐙を水平から60"傾

斜させた形状に変化名せた結果、構造物全体の沈下も
上i設の2ステッブでの解析と 4;ステッブでの解析結 ノ少なく、 H.CC ンクリート応力i主任
果の遠いは、前者の方が;おJレパート天端に作用する土 繍応力となることがわかった。この時‘カノl〆パート左

圧が勢子大きくなり、結果としてカルノ'¥....-ト内コンク 右の両脚部下総に引張応力が発生するため、構造物全

リートの鉛直方向庄縮応力が若干増加すること等であ 体の安定と議磯地盤の支持カも考践し凶亡、鉄筋コンタ

るが、特iこ前者と後者1ζ大きな違いはj急られない。!)ート (RC) のアーチング墓磯としたe

ttぉ、表-1に使用材料のIj効性使、また図-41と解 なお、このカノレノくート形状と構造において、解析に

祈モデルの-fJiJおよび解析領域を示す。 より得られたコンタリート応力はIì~'- 6のとおりであ
る。
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45. 

民cc

単位:醐

魁-5 HCCカjレパート(1)務状

II繍ttカJも斜

害i犠応力凡倒

4. た劉模型磁荷薬騒動 2)

ι 1 5怒磁の毘的
実感?の目的{土、滅工過稜を考慮した模型!救荷実験を

実施することにより、 RCCカルパートの定性的・定

量的挙動を把握し、実物vベノレてゅのRCCカルパート
工法の有効性を検証することにある。

4. :2 潔験ゴニ繍

実験士:1'曹は、主に日型鱗で組み立てた上下の葉の}誌

協をH型鋼の柱で支え、 2次元耳1:jI百ひずみ状態を確保

するため、こと機全体の約2/3の高さに鴎IJl生の大きな

H恕鋼(腹起こし)を土機局間に配置し、拘束方向へ

の変イ立を生じないようにした。土槽内面の壁妻、成、天

井は、 JE函のアク1);レ部を除いて、メタルブオームで

作成した。また、土構内の壁面l立、塁芝翫滋燦を除去す

るため、グリスを塗布し、その荻屈に超高分子盤ポジ

コニチレンブイ)~;ム (30em 35巴路 XO.13脂血) 安貼り付

けた{写真一 1)。

実験:七械の大きさは、図-7~こ示すように、幅6. 加、

高さ 6m、奥行き1.5mである。

4. 3 紫験め5怒施方法とその手綴

模型戦荷実験は、屋外に設援した実験土檎の中に、

随一6 RCCカJI;パ…ト1::生ずるコンクリート応力 本工法の施工過程iを再現しながら、盛土とカノレパート

(ニt被りれ=2野郎、カルパート内緩 D=12伽1) をほぼ同時iこ滅工し、カノレパートを完成したの後、渠験
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土槽天端まで盛土 (h=2m)

実験土槽全景写真一1

空気圧による駿荷 (h=2-10m)

図-8 模型戴荷実駿フロー凶
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た後にカルパート内部を掘削する(図-3 (h)の状態)

としているが、模型実験では、この所定の高さを土被

りh=2m (実物では土被り h思 20mに相当)としてお

り、その後の盛土(載荷)は、カノレパート内部を掘削

した状態で行っている。

載荷は、等分布荷重だけでなく、偏荷重も作用させ

ることのできるように6分割した土僧上部の空気マッ

トを使用して、空気圧で行った。載荷は、空気圧によ

り最大14.0tf/m2 (土被りに換算して8m)とカルパー

ト上部の感土2皿を加えて、最大10皿の土被り(実物

では土被り h=lOO皿)に相当する載荷荷重を作用させ

た。

盛土およびカルパートは、図-10に示すように仕

上り厚さ15c回毎に同時に施工した。カノレパート周辺

の盛土材には、まさ土を使用し、カルパート内部には

埋戻し材料として図ー9のようにプロック分割したE

PSを使用した。また、 RCCカルパートのRCC部

については、模型カルパートの形状と計測器設置の信
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土構内空の大きさと織荷方法

土槽上部まで盛土を行った。そして、カルパート内部

を掘削した後、図ー7に示すように盛土の上部より空

気圧による載荷を行った。図-8に、模型載荷実験の

フロー図を示す。

今回の模型実験の規模は、土被り h=20-100m、カ

ルパートの内径D=12roのカルパートを想定し、その

1/10の縮尺となるように決定した。図-3で示した実

物の施工方法の説明では、所定の高さまで盛土完了し

ム3.α)() 
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RCC (転圧コ γクリート)を使用した盛土内の新しいカノレパート工法

タルにより行った。なお、実験時のコンクリートプロッ

クの圧縮強度は、平均でσc=257kgf/cm2であった。

盛土材の転圧は、ピプロプレートを使用し、各層5

回転庄で行った。縮工後の盛土は、平均湿潤密度 ρt

= 1. 75 g/cm3、締固め度 Dc=80唱であった。

頼性確保のため、 RCCの代わりに、 RCCカノレパー

トの形状を水平に分割したコンクリートプロックを使

用した。このコンクリートブロック伺の接合l士、モル

4. 4 計測の内容
計額tlは、各施工段階および各載荷ステップにおいて、

静的に測定を行った。言十iIl.tlの項目は、土庄・底盤反力、

猿面せん断力、コンクリート応力(ひずみ)、変位に

ついて行った。図--1 1に、計測計器の配置図を示す。

4. 5 実験結果

図-12に、計測より得られた土被り h=2， 5，10m 

に対応する土庄・底盤反力、コンクリート縁応力、変

位量の各分布図を示す。これらの図は、感土上部に等

分布荷重を作用させた場合の計測結果であるが、土庄

およびコンクリート応力の分布において、左右非対称

になっている衝所がある。この現象は、内部掘削ある

いは載荷によって、偶然発生した偏土圧により、カノレ

ノ4ートが多少左側に偏心し、左側の側壁に受働土庄、

右側の側壁に主働土圧が生じた結果、発生したものと

考えられる。以下に、各測定項目計測結果の考察を行

ワ。

7∞ 
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嘩

拍

カルパートと肉空部 (EP S)の分割

EPSプロック l 
(盛土材の代用) I 

盛土 s コンクリートi
プロック l 

図-9

( 1 ) 底鍍反カ

底披反カは、両フーチングとも、土被りが小さい場

合は盛土側(外{民tl)の地盤反カが大きく、土被りが構

加するにしたがってカルパート内空側(内側)の地盤

反カが大きくなる傾向にある。 h=l伽では、左右各々

のフーチングで、中央が一番大きく、両端部の値がほ実験土纏肉の施工状況図図-10

1，200 
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土庄および変佼最の計測(b) 

計測項目と計測録のE置

凸
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ぽ等しい左右対称型の地盤反カ分布となった。

(2) 土庄、壁画せん断力

カルパ、ート似，1]墜友右の水平土庄は、カ/レパート内部

掘削時{土被り h=2rn) までは左右の分布形状は対称

的であったが、内部担問リ後、戦荷圧力の増大に伴って、

左側の土圧が大きく、右側が小さい結果となった。天

端音sの鉛直土圧も、カルパート内部掘削時までは、分

布7惨状は左右対称的であったが、内部掘削後、戦干狩圧

力の増大に伴って、左側の鉛蕊土圧が中央@右依Ijに比

較して小さくなった。上述のように、とれらの現象l立、

と考えられる。

と

出および水平

土庄係数1王者E各計測位種において計算寸ると、出口約

1. 3~" 1. 4、 K=約O. 4~Oo 5となった。

壁面せん断力l士、左右ほぽ均等に生じており、鉛直

二仁圧および水平二上圧にみられる錨土庄の影響は現れな

かった。 また、計測結果より計算される土とコンクリー

トの平均摩探角i士、約30。となった。

3) コンクリート応:tJ

コンクリ…ト応力の分布図における符号i立、ーが圧

縮応力である。間より、各土被りにおいて、カルパー

ト CC部のほぼすべての額所のこIンタリ…ト応力が

j玉総応力となっているのがわかる。 h=2， 5， 10mと士

被りが土強大するにしたがって、コンクリ…ト応力は圧

縮応力のみが増方自す但る。

カルパートRCC部の外{I¥I!縁でl士、どの古議所におい

でも、講生荷圧力の増大に伴ってコンクリート応力はj王

縮応力のみが増加する。内側~h象も同様に、 3克也端部 dt除

いて、裁荷圧力のj善大に伴ってコンクリート応力は圧

縮r.t1Jのみが増加する。天端部内窓側については、.~

荷圧力の増大にもかかわらず、ほとんど応力は発生l_

w亡し、なし、。

アーチング部については、上街のコンタロ…ト応力

が圧縮応力、下前が引張応力として生じているが、下

面の号i張応力はわずかである。

ーと述の繍土圧による:コンクリート応力への彩織とし

ては、カノレパ}トRCC部の側壁部において、左側壁

および右側墜とも、それぞれ左側線のコンクロート圧

縮応力が大きくなっていることに現れている。

(4 ) カJ(，.パート、軍基土の変位盤

カノレパートの変位i士、盛土、掘削、載荷という過程

で、カノレパート全体が一様に沈下する傾向

るG 水平方向の変位i土、掘削時、儲かに lmm以下の

(a)土EE'11袈綾E主力・塁塁濁せん断カ分布関

(Illコンタザート応力分布殴

灘車軸 h緬 2. 

綴監護 h拾 お脇

[二).-1 ()扇
単位:蹴踊

{む〕カルパート修畿二七の変佼盤分布図

臨調-12

ハU
に
J
U
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変位が内空断面の縮小方向に生じてから以降は、載荷

圧力の増大にもかかわらず、水平変位は生じていない。

また、各フーチングの沈下i士、カルパート全体の沈下

傾向と問機に、ほぽ一様な沈下傾向を示すが、両フー

チングとも内空似!の沈下がわずかに大きい結果となっ

ている。

カルパート天端高さにおける盛土の沈下量は、カノレ

ノくート近傍のil!U定位糧における沈下震が他の測定個所

に比べて僅かに小さし、傾向にあるが、各測定位霞の沈

下;盤とも、ほぽ同じ値となっている。

( 5 ) 実験結果の5まとめ

今回の模型載荷実験により、次のことが明らかになっ

た。

1) 土:被りを増加させても、カルパートヌ CC部

のコンクリートにはヲ l張~;力は発生せず、圧縮応

力のみが靖加した。

2) 土被りを増加しても、カルパートRCC部の

天端部内空{Ii.Ijには、ロングリート応力はほとんど

発生しなかった。

3) フーチング下宿昔fHこは号15長芯カが発生するが、

号i量産応力の値i立僅かであった。

4) 実験中の儀土圧によっても、ガノレパートRC

C部のコンクリートには引張応力が発生せず、備

士庄の影響としては、左側壁および右側|鐙のそれ

ぞれ左側l縁コンクリートの圧縮応力が増加した他

は特に変化がなかった。

4. 6 ~経験結果とド定M解析との比較

今回の模型実験と同じ大きさのそデノl〆を使用して、

実験の1i-施工過程を再現した2次元FEM線形縛性解

析在行い、計課IJ結果と比較した。表-2に、解析に用

いた各材料の物性髄を示す。なお、盛土材およびコン

クリ』イ、の物性値i立、それぞれ三輪圧縮試験、コンタ

リート弾性係数試験結果より得たものである。

表 2 模型裁荷実験用 FEM解析物性値

使用材料 EPS 盛土

図--1 31こ計調u値と FEM解析{直とを比較した結果

を示す。図中の破i線は、各土被りにおけるFEM解祈

の結果である。

以下に、各計測項目の実験値との比較による考察を

述べる。

( 1 )底鍛反カの比較

フーチング底盤反力は、分布形状においては、実験

{直と異なり、実験{直が回型であるのに対し、 FEMl直

が凸型の分布形状となっている。また、実験{直では、

雨フーチングとも、土被りが小与い場合は盛土似~ (外

恨のの地盤Ei:カがたきく、土被りが増加するにしたがっ

てカルパート内空額IJ (内側)の地鍛反カが大きくなる

傾向にあるが、 FEM値ではその傾向は見られない。

この違いの原因l土、前者においては盛土材料を連続

した線形勝性体と仮定しているFEMの解析上の問題

から生じ1:.:と考えられる。後者においては、カルパー

ト内部埋戻し材料のEPSと盛土の締囲め条件が、実

験と解析において異なるために生じたものと考えられ

る。すなわち、実験では盛土材には締阻めは行われる

が、 EPSでは行われないために、最初は盛土側の地

盤反カが大きい縮庄となり、載務がカノレパート上部lこ

進行するに従って、備庄は修正されて内側の地盤反カ

が大きくなる結果となっている。

したがって、上述の結果を考慮すると、実際の施工

では、基礎地盤が砂質地盤であれば、底盤反カは盛土

およびカルパートの施工の進捗iこ伴って、アーチング

下商においでほぼ均一に生じるものと考えられる。

j蕊盤渓tJの催 l平均)については、実験値の方が多

少大きく、実験{直/F 犯 M{I直=L2'~L 3となっている。

{怠}ニ仁a:.鍵蕊[せん断力の比較

まずカノレバート天端部上面の鉛直土庄は、偏土庄の

影響により分布形状が異なるが、値(平均)i立、ほぽ

害事しい。カルパート側壁部の水平土庄は、鉛直j二圧と

i制緩iこ、備土庄の影響により分布形状が異なるととも

に、値は実験値の方がかなり小さく、実験値/FEM

f直=O. 6~O. 'lであるα 左右フーチングの盛土側(外

{仮りの上部に作用する土庄の{出立、実験{直の方がかな

り大きく、実験依/FEMf度=1.4~- 1. 7である。また

コウノレパート側壁部の壁面せん断力i立、分布形状も等し

く、イ直もほぼ同じである。

以上の比較結果から備土圧の影響剖徐外しでまとめ

ると、ヌ端部鉛直土庄および側霊堂部援面せん断力は、

FEM解析で得られた結果とほぼ一致する。しかし、

側壁部水平土庄はFEM僚よりノj、さく、

寸
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グ盛土側(タイ船上部に作用するゴご圧については、 F

EMより大きな結果とな‘っている。この濃いの原因と

して、 T患者については、事事土材料を連続した綴形~単位

体とイ反1"，しているFEMの解析上の間最重から違いが生
じたと考えられるが、高官者につ、ては原因企特定でき

Jなかった。

そのため、各線ti!i::値の整合性をチェッタする，とめ、
Jレパートヨモ搬やフーチング上部に作用する鉛浪。仁庄

よび二万-~礎沼せん断力の鉛直方向成分

実都IH治およぴノレパートの死荷重合計しご総鉛i底力

と、実否定値の成量産民力安比較した。その結果、総鉛爵

カ梁illlJi直はJ1まJ量産反カコ忠告主IJj疫のが的%になったこ

ら、 11¥IJ礎部水平:土庄は実際o)ltilIよりd、さく詩型j定

れたものと考えられる。

以上の給JfZから、カ

庄の影響会のぞけば、

と考えられる。

トiこ作用す~と〉外力は{議士

M斜;tfr僚とほぼ[司じになる

(:3 )コンタリート応力の比較

コンタリート応力の実験1@:!立、 F 解析結果と比

較すると、比較的一致するところもあれば、大きく異

なる箇所もある。

実君主j結果との違いを考察する前に、実験中の{腐土庄

の影響により生?る;ワノレパ…トのコンクロート応力を

五雪機、に入れる必要警がある。イ溺;士:圧によると1ンタりート

応力の変化i点縞圧がカノレパぃートをte1l1UIと偏心させ

ように働いているため、その総J宗として、主互依皇室お

よび右側壁童のそれぞれ左側線の:コンクリートJE総応力

が大きくなっていると考えられる。

この領土)Eによるコンタワート応力への影響会除い

て、 FEM解析結果と比較した場合、特に大きく異な
るのが、 lJ1.iJ壁下部外観u縁およびアーチンダ下函の::J

タリート応力である。{刻援下部外側縁のコンクリート

応力i士、 FEM解析では載荷圧力の増大にもかかわら

ず、ほとんど応力が発生していないが、実被j結果:では

圧縮応力がかなり発生している。また、フーチング下

面部のコンタリート応力i立、ヲ!張応力が作用している

もののFEM解析結果と比較するとごく僅かの値となっ
てし、る。

前者の現象は、掘削により掘削部下側周辺の盛土材

の変形係数が低下したために、計算上生ずる{制捜部内

側jへの圧縮応力の鶏中が側壁部外側へ分散したものと

考えられる。 FEM解析では、この盛土材の変形係数

の低下を考慮していないことが上述の重要因になってい

ると考えられる。後者の現象については、上述の要因

に加えて、底盤反カの項で説明したように、盛土材を

-52← 

(a) :土i五割 i惑;懇u夜力匂壁霊1mせん断えj比較関

(Il) :コンタリート民主力比絞儲

(1:)カルパート・盛二七の変位重量比較関

臨-1::1 襲験結果とFEM解締結果の比較鴎
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連続した線形弾性体と仮定

ると考えられる。

.4 :11)レパート、

、ることに起臨してい

カノレパート全体および皇室土の沈下設、 EまたiJノレパ…

!、側壁郡の水平変佼最lと勺いては、ほほ実験織と E

M解析僚がー戸数L，ている。 FEtvl解析髄と異なるのは‘

ト7It傍での感ごとの民下裁の分布告形状ヤ長)るが、

このさ見 'b、皇室ニヒ材の解析上の仮定から生ずる結果

られる。

5 FEM鱗析結5震との比較議:とめ

心、上、各測定項設につし、て¥解析結果"と比較およ

び考綴 ~qjったが 災験i品従で生じた繍j二庄の影響を

考i古t~ずれ，ば、機ねその傾向は一致 i ていると考えられ

トの::E.奈さ捻円安部材であるRC

〈転heコンク;)-刊に引を長jぷカ:れ綴iかないことが前

際条{ヰ:となっているのご♂コe誌においては也計測{夜およ

び解析{肢ともにるカルパート双郊のコンタリート

l土、ほぼすべての箇所において圧縮応力としず作沼寸

る良好な結栄公得

5. …チング議織の;不問沈下!こ対する対策

二れまで述べてきたFEMによる数値解析や大型機

認定数では、ア…チング2主主題の不i高沈下が生じないよ

うな基礎地盤が存絞することを前提にしているのこの

ことは、従来のア…チカルパートでも問機、なあり、 J手i

礎長良盤の傾斜主事による不同沈下がさ主じないことがア切吋

チカ)t.，'バ}トの採用条件となうているο したがって、

不問沈下という問題に関しては、従来工法と条件は同

じである。

しかしながら、実際の施工iこなれば、基礎地盤の傾

斜や基礎地盤の支持能力の違いなどのより、左;おのアー

チング基礎に不同沈下が生じることも穏主主しておく必

要がある。フーチング主義礁に不問沈下が多少、発生し

てもカルパート構造物として、安全性が損なわれるこ

とのないようにする必要がある。

現在、この不問沈下に対して、さらに安全性を向上

させるための対策として、 RC心部とアーチング基礎

部の境界に、盛土材あるいは砂といった材料を用いた

簿腐の緩衝揺を設けることを考案している。現在、そ

の効果の検誌を行なーった結果、極端な支持条件の違う

場合を除いて、ある程度の不同沈下に効薬安発揮する

ことがわかっているが、この緩衝腐の効果の詳締につ

いては、またY，IIJの機会に報告したしら

6.おわりに

本論文で捜索した c レパート工法は、今後、
増大すると沼、われる高速道路等の高盛土内れーチカル

パートlこ代わる業fJL，い工法であり、従来ムのプo;).."パ…ト

の構築方法iこ比べて、施工位、安全性、経済性、工

yなど、ほとんど会ての点において優れている二とがわ

かっている。

土主主主

主主設:コヌト上昇の九回になってしもることさ事の閉経点を

すら!えていた。これらの問題!;)，本工法を用いることに

よって容易に解決ナることができると考えられる。ま

た現夜や将来の建設労働省@技術者の不足を考慮する

と、路工の幸吉化。機械化、また安全性 ω快適伎の向

上t土、感設芸誌にとって必寮不可欠であり、そういった

観点からも本工法は有効であると考える。

らに、本工法は商事長土1J/レパ_.-トとしての用途

列、lこも、:長大切 i二斜商の道路において用いればι lJ

タジ;レターとしての機能に加点、押さえ護士として

の効果も期待?きる。まに長大切!士事;;[ii認の景観発化iこ

も;有効とえとる。

これまで述べたように需本工法はFEMによる数値

解析の検討t)に加えて、大型機君主義主荷3経験会実施し、

施工j品穏を苦言癒したヰ:]こ紘の定性的・定量量的要葬襲訟を抱

若手ーすることにより u さらにその有効性を検証し?と九

さらに現夜、プレパ…トの大:き d、土砂:り、議ゴニ材 e

主主磯地盤毒事の材髄!など、前述の不問沈下の問題も含め

て、各種施工会件に対する解析を楽施し、基礎童話料を

蓄えている。しかしながら、本工法はまだ完成された

ヱ法ではなく、今後はより実証的な現場での試験工事

を行うことによって、本工法の具体的な書留工方法を擁

立することが必要であると考えている。
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